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【資料構成】

会議概要

議件１．令和７年度事業実績及び令和８年度進捗状況について

議件２．脱炭素先行地域事業計画について

議件３．部会の進め方

項目①：脱炭素先行地域計画の変更内容

項目②：脱炭素先行地域計画の変更スケジュール

項目①：整備状況

項目②：令和８年度運用状況（オンサイトPPA事業）

項目③：令和８年度市補助事業実施状況

項目①：ベストミックス構築部会

項目②：利活用促進部会

項目③：情報発信部会



項目①：整備状況（オンサイトPPA事業）

対象施設 進捗状況【オンサイトPPA（公共）関連】

１群

防災拠点施設

（市庁舎・消防）

１８施設

□対象施設１６/１８施設完了

・本庁舎ソーラーカーポート：令和９年２月末完了予定。

・整備を完了した１６施設は運用を開始。

２群

避難場所

（小学校等）

１８施設

□対象施設１０/１８施設完了

・令和８・９年度：８施設を整備。

・整備を完了した１０施設は、運用開始に向け調整中。

３群

避難場所

（中学校・保育園等）

１８施設

□対象施設 ０/１８施設

・令和８年度： ７施設を整備（１０月着手予定）

・令和９年度：１１施設を整備

上記、防災拠点・避難所関係施設全５４施設の整備は、令和９年度内に完了予定。

（※改修工事時期や屋根・防水状況などにより、施設数の変動有。）

1．令和７年度事業実績及び令和8年度運用状況について



1．令和７年度事業実績及び令和8年度運用状況について

４月運用開始施設 計７施設 ６月運用開始施設 計９施設

佐渡市役所本庁舎 両津市民センター

新穂市民センター 相川市民センター

消防本部 羽茂市民センター

両津消防署 佐和田市民センター

両津消防署海府分遣所 畑野市民センター

相川消防署高千出張所 小木市民センター

南佐渡消防署 赤泊総合文化会館（赤泊市民センター）

佐渡市総合体育館（ヒルトップアリーナ佐渡）

佐渡中央文化会館（アミューズメント佐渡）

16施設では、使用電力の
約41％が太陽光由来と
なり、年間で約482ｔの

CO2が削減

・R8年度には、市民セン
ターに併せて整備した

急速電気自動車充電設
備の運用も開始予定

項目②：令和８年度運用状況（オンサイトPPA事業）

市役所本庁舎屋上 両津市民センター屋上



脱炭素先行地域オンサイトPPA 令和８年 4月運用実績

脱炭素先行地域オンサイトPPA 令和８年 ５月運用実績

1．令和７年度事業実績及び令和8年度運用状況について
項目②：令和８年度運用状況（オンサイトPPA事業）



項目③：令和8年度市補助事業実施状況（令和４年度～令和８年度）

1．令和７年度事業実績及び令和8年度運用状況について



1．令和７年度事業実績及び令和8年度運用状況について

項目③：令和8年度市補助事業実施状況（令和４年度～令和８年度）



計画の主な変更点

⚫ 木質バイオマス発電設備容量の増加（変更前：380kW → 変更後：657kW）

⚫ オフサイト太陽光発電設備容量の増加（変更前：2,000kw → 変更後：3,500kW）

⚫ オンサイト太陽光発電設備容量の減少※ （変更前：7,313kW → 変更後：4,565kW）

※公共施設の統廃合や木造建築での強度不足等の理由によるもの

その他変更点

⚫ 需要家の入替・追加（変更前：125施設 → 変更後：126施設）

⚫ 蓄電池容量の減少（変更前：13,720kwh → 変更後：12,253kWh）※

※蓄電池容量が減少しても、木質バイオマス発電設備容量の増加によりレジリエンス機能は担保

⚫ 省エネ設備導入による電力削減量の増加

（変更前：36施設・省エネ量1,472MWh → 変更後：50施設・省エネ量2,334MWh）

等

計画変更の理由と狙い

⚫ オンサイト太陽光発電設備の減少分を補うため、木質バイオマス発電やオフサイト太陽光発電の設備容
量を拡大（新なオフサイト太陽光発電設備の設置場所として市遊休地を確保。木質バイオマス発電設
備の設置場所は当初計画施設で対応）

⚫ 計画変更の狙いは、木質バイオマス発電による電力安定供給への貢献。オフサイト太陽光等も含めた一
体的な再エネ電力の供給に向けて、後述する地域新電力設立に向けた関係者調整を進める

項目①：脱炭素先行地域計画の変更内容

２．脱炭素先行地域事業計画について



再エネ発電設備の変更詳細 計画変更による再エネ発電量への影響はない

項目①：脱炭素先行地域計画の変更内容（2）

２．脱炭素先行地域事業計画について



２．脱炭素先行地域事業計画について

項目②：脱炭素先行地域計画の変更スケジュール

※ 市遊休地太陽光（オフサイト太陽光）とバイオマス発電は、令和１０年度まで事業期間を延長

その他、 １群～３群については、計画通り令和９年度までの計画とする。



□目的

３．部会の進め方

３部会 各部会での議論が必要な内容

ベストミックス

構築部会

□地域エネルギー会社を中心とした島内産エネルギーの地産地消に関すること

・地域エネルギー会社の体制構築

・木質バイオマスの安定供給

利活用促進

対策部会

□効果的な支援策による再エネ・省エネ導入の加速化に関すること

・再エネ設備・省エネ設備の導入拡大に向けた既存の補助制度の改善点

・森林吸収による余剰クレジットの島内事業者販売に向けた需要の掘り起こし

情報発信

部会

□脱炭素の見える化や情報発信によるブランディングの強化に関すること

・情報発信の効果を図るための指標・目標の設定

・島内・島外に向けた情報発信の内容

島構想は、自然と共生する豊かな里山を後世に引き継ぐため、「持続可能な循環型社会の実現」を目指す
もので、島内でのエネルギー自給率の向上を通じ、地域活性化を図るための「具体的な取組」を進めたい。

現在進めている先行地域の取組は、島構想の一部であり、先行地域の取組をきっかけとして、島内での横
展開を図ることが重要となる。

そのためには、関係事業者との連携がこれまで以上に重要であり、 「横展開に向けた連携調整の場」とし
て３部会を活用し、取組の方向性を固めたい。



❶地域エネルギー会社の体制構築について

３．部会の進め方 「➀ベストミックス構築部会」

□一般的に、複数企業が関わる地域エネルギー会社の体制構築は、「準備会」を設置し、準備会で運
営体制や事業採算性の確認、出資調整など、会社の立ち上げに必要な検討や調整を行う。

□先行地域のオンサイト太陽光発電設備は、令和9年度内に整備が完了する予定。そこで、今年度
中に準備会を設立し、会社設立に必要な調整等を経て、令和9年度内あるいは令和10年度の早
期に会社の設立を目指す。設立後は、「新会社」による許認可申請等事業開始の準備を経て、令
和11年度内の事業開始を目指すこととなる。

□よって、今年度は準備会の立ち上げに向けて各社の参画判断を促すため、必要な情報や配慮すべ
き事項、関係者調整の進め方・要望について、部会を通じて意見集約を図る。

❷木質バイオマスの安定供給について

□島内の木質バイオマスを活用した発電は、令和11年度内の開始を想定。

□木質バイオマス発電のFS調査や設計・建設は、市の業務委託を通じて進められる。

□一方、発電に必要な原料について、木質バイオマスの安定供給の懸念があり、クリアすべき課題に
ついて部会を通じ、懸念点・留意点の洗い出しを行う。

玉出し
調整状況のフィード
バックと意見交換

❶準備会の枠組合意

❷安定供給の方向性提示

第１回部会 第２回部会 第３回部会

調整 調整

□部会の流れ（案）



❶再エネ設備・省エネ設備の導入拡大に向けた既存の補助制度の改善について

３．部会の進め方 「②利活用促進対策部会」

□「議件1項目③ 令和８年度市補助事業実施状況」に示されるとおり、市では非常に手厚い支援策
が講じられ、補助金の交付決定数は全体として増加傾向にあるものの、一部で減少も見られる。

□再エネ設備・省エネ設備の導入拡大に向けて、潜在的な設備導入希望者の取込が必要で、これに
向けて、部会を通じて 「改善点」の洗い出しを行う。

❷森林吸収による余剰クレジットの島内事業者販売に向けた需要の掘り起こしについて

□適切な森林管理に基づく「森林吸収によるクレジット」のうち、余剰分を島内事業者に販売し、購入し
た島内事業者が排出するCO2をオフセットすることが取組として重要。

□そこで、余剰クレジット販売先となる島内事業者の具体的な掘り起こし方法について議論。

玉出し

第１回部会 第２回部会 第３回部会

調整 調整

□部会の流れ（案）

❶制度改善の方向性提示

❷掘り起こしの方向性提示

調整状況のフィード
バックと意見交換



❶情報発信の効果を図るための指標・目標の設定について

３．部会の進め方 「③情報発信部会」

□脱炭素の取組の拡大には情報発信が不可欠であるが、情報発信のターゲットや目的が定まっておら
ず、効果的な情報発信が見込みにくい。

□そこで、情報発信の目的や、情報発信の効果を図るKPIを定め、これを効果的な情報発信の依り
代とする。

□部会では、情報発信の目的や効果を図るためのKPIについて議論。

❷島内・島外に向けた情報発信の内容について

□島内向けの情報発信について、脱炭素の取組が島内に浸透し、脱炭素の取組を自分ごととしてとら
えてもらうための島内向け情報発信の内容・方法を議論。

□島外向けの情報発信について、脱炭素の取組を佐渡ブランドとして価値づけするための島外向け
情報発信の内容・方法を議論。

玉出し

第１回部会 第２回部会 第３回部会

調整 調整

□部会の流れ（案）

❶目的・KPIの案を提示

❷情報発信の案を提示

調整状況のフィード
バックと意見交換
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